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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり（意見集約）

連携・協力

テーマ

・支援が必要な方への挨拶を通じた関係づくり。
・ラウンドテーブルでの支援団体・企業との顔
の見える関係づくり。

【コミュニケーション】

【連携】
・まずは団体内・役所内で連携する。
・課題が同じ団体が連携しても解決は難しい。課題や業種が異なっても目的達成の視点でつ
ながることで、結果的にこどもを中心とした居場所づくりの可能性が広がるのでは。
・企業が持つ場所を団体が使用することで、企業は集客、団体は費用負担の軽減を図る。
・複数の団体が時間・会場を共有することで、費用負担の軽減と多様なこどもの利用につな
がる。
・こどもの異変を共有できる体制づくり。
・個人情報や守秘義務による連携の難しさ。
・アウトリーチ型で保健師がイベントに出向く。助産師会の活用。

【マッチングシステム】

・情報、団体・企業間、支援希望者と支援者のマッチングシス
テム。
・行政が団体や企業などをマッチングする役割を担う。
・不登校に関連する連携システムの構築。

・地域活動トライアングル（こども世代・子育て世代・祖父母世代）の循環。
・気にかける人、見守る人、知らせる人、つなげる人が必要で、各団体での活動が「人づくり」になっている。
・ボランティアや会員の減少、支援者の高齢化。 団体間でサポート
・地域で交流できる場 リタイヤした方、子育てが一段落した方とつながり支援者へ
・支援者の支援が重要。

【人づくり】
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり（意見集約）テーマ

居場所づくり

・居場所づくりを考える場合、ターゲットの設定が大切。
・第１段階は公共の場（市役所・公民館・図書館など）に１人でいられる居場所づくり。テーブルにQRコード
（アンケート・相談先の案内）。第２段階はバーチャル空間。第３段階は集団の居場所（子ども食堂など）。
・企業の集客力と行政や民間団体の専門性・支援力を掛け合わせた居場所。
・企業であろうとも、居場所の継続には費用がかかる。地域全体で支える仕組みづくり。
・利用するこどもや保護者がSOSを発信でき、支援者もSOSに気づいてあげられる居場所。
・親同士が友好関係を築くことで、こども達も友好関係に。その視点を取り入れた居場所づくり。
・社会の寛容性の醸成（子ども中心の空間と、静かに過ごしたい大人との摩擦）。
・地域の大人と出会える機会の創出。 大人になっても「地域の知り合い」の関係性。
・無料の学習支援。
・就学前のこどもや未就学で外国籍のこどもの居場所。
・困難を抱える家庭に対し、お風呂や晩御飯を提供できる居場所。

連携・協力 【情報の見える化】

・マップの作成（既存のたまりばマップの充実、不登校・虐待防止）。
・広報おやまでの団体周知。
・支援の窓口の明確化。
・ラウンドテーブルでの情報共有（団体の活動内容を聞く機会の設定）。
・市民に情報を届けることが大切（情報発信は紙・デジタル両方）。
・SNS（Threadsは関連する情報が表示されやすい）を活用した周知。
・移住者をターゲットとした情報提供も有効では。



11

第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク A～Iグループ意見

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくりテーマ
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

連携

協力

テーマ

グループ

A
・無理をしようとすると続かない。互いが無理をしない範囲で連携することが必要。まずはチャレンジし、
できれば継続する。無理して続けようと思わないことが大切では。
・すべて１企業で事業を実施しようとすると費用が多大にかかる。企業の場所を団体に使ってもらい、イ
ベント等を行ってもらうことで新しい企画で開催できる。費用面でもメリットがある。団体と連携するこ
とは大きな意義がある。
・各団体の対象・範囲がバラバラのため、ひとまとまりに居場所づくりを考えるのは難しい。小山市を一
つの範囲として焦点を合わせていかないと、議論が散在してしまう。ターゲットをどこに置くか。
・行政としての居場所づくり＝人のつながりから。活動は各組織がそれぞれが行い、それをマッチングす
るのが行政の役割では。
・別の組織が関わり合うことで相乗効果が生まれる。

・市子ども会連合会は大人のボランティアで、会員からの会員費によって成り立っているもの。ここ10
年で加入率が激減してしまってはいるが、向こう三軒両隣のような関係性がある。地域の行事があれば、
こども→親→おじいちゃんおばあちゃんが参加するなど、つながりが自然にできる。
・ロータリーは会費で成り立っている。活動費も会費から。ロータリーとしては、シリウス、子ども食堂な
どに直接支援（お金で）をしている。団体の困りごとに関する情報が入ってこないため、直接施設に伺い、
運営者から聞くようにしている。
・補助金などの支援は行政だけでなく、企業も行っている。地元と生きていくという考えの企業が増え
ていて心強い。
・地域内の活動には参加せず、地域外のイベントに参加する人も増えている。「地域のちから」がまず大切
ではと思う。
・育成会としてもこどもの異変を情報共有できる体制づくりをしている。
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

居場所
づくり

その他

テーマ

グループ

A

・企業や団体の活動について、利益度外視に見えつつ、持続可能性を考えた上での運営がなされてい
るということを確認できた。
・居場所の提供を維持するには、お金の問題が付きまとう。イオンも同じ悩みを抱えていることが分
かった。
・企業の居場所提供は継続していくことが必要だと考える。中小企業との連携もあると良いが、中小
企業にまで情報が伝わっていないことが多い。
・居場所づくりに取り組んでいる団体は多々あるが、ほとんどの団体がボランティアでの運営であり、
継続する仕組みづくりが難しい。
・企業や団体が居場所づくりについて一生懸命考え、実践されているが、本来は居場所は提供される
ものではなくて、自分で作り出すもの。
・居場所づくりについて、多くの人が受け身になっている印象。わざわざどこかに作るだけでなく、人
が集まっている所に旗を立てて急に居場所とするのもありだと思う。
・やっている人が楽しんでいないと来た人も楽しめない。

・市にやってほしいことだけでなく、自分でできることは何か、を考えることが必要。
・行政の弱い点は普段の人の活動に入れないこと。新しいことにチャレンジできないこと。
・「小山市」の名前があるだけで信頼感が全然違う。適切に役割分担できると良い。
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

具体的な
連携
イメージ

テーマ

グループ

A

班内の参加者で企業の視点も踏まえて具体的なつながりのマッチングイメージを考えてみた。
・課題が同じ団体等が連携しても解決は難しい。
・課題や業種が異なっても目的達成の視点でつながることで、結果的にこどもを中心とした居場所づ
くりの可能性が広がるのではないか。
・常設ではないが、様々な機会でこどもや親子が楽しめる場所を作ることは、こどもの課題に関わら
ずストレスや負担軽減の機会を増やすことができるのではないか。
①ハーヴェストウォークの課題 ・集客 ・イベントスペースの収益向上

イベントスペースの出店を増やしたい、有料の方が審査が通りやすい
②自動車販売会社の課題 ・イベント集客 幅広いターゲット層へのPR

会場費負担はOKだが集客とイベントの効果を更に上げたい
③子ども会育成会の課題 ・団体活性化 ・イベントの場所 ・予算が限られる

活動をPRしたい、人が集まる場所を（無料又は安価）で利用したい

①イベント会場の提供（人が集まる場所の提供）
②展示イベント（会場費負担、一部場所の提供）
③交流イベント（来場者による賑わいの創出）
＊人が集まる場所を中心に互いのメリットを生かす

①【おやまゆうえんハーヴェストウォーク】で
②【自動車販売会社】の展示イベント会場に併設し
③【子ども会育成会】の交流イベントを行う
＊【市】はラウンドテーブルの一環で参加

●「こども」をキーにして、企業やこども・子育て支援団体等がそれぞれの事業や活動の相乗効果が得られる連携を
行うことができれば、結果として様々な場所で居場所が増えることにつながる。

●こうした連携のきっかけを生み出すのがこどもまんなかラウンドテーブルの役割。



・居場所を３段階で考える！
【第１段階】市役所や図書館など公共の場に、安全性と匿名性を確保して一人でいられる場所づく
り。安心できるスペース、ゲームでも本を読んでもいい、テーブルにQRコード（アンケート・相談所
の案内）
【第２段階】バーチャル空間（ハンドルネームで実名性が上がる）で教育や社会性を学べる。
【第３段階】集団の居場所（子ども食堂等）
小さな居場所がいっぱいある小山
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク
私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

居場所
づくり

その他

テーマ

グループ

B
連携

協力

・事前に団体や人がつながっておくことが理想的。何かあった時に紹介できる。
・気にかける人、見守る人、知らせる人、つなげる人が必要。
現在の各団体で支援活動＝そういった「人づくり」にもなっている

・誘導する、入口づくり、市民に届けることが大事
紙媒体だけでなく、デジタル発信は必要。

・本当に必要な人に届けたいが、外に出るにはエネルギーが必要。目に見えるところには手を差し
伸べられる。
・居場所に行ける子はいいが、集団につながりたくない人、つながれなかった人がいる。
・国・県はバーチャル空間を作ろうとしているので、そちらに任せる。
・おやまクエスト（バーチャル）を作っている団体がある。
・大阪茨木市の「おにくる」（図書館、子育て支援センター、屋内こども広場、プラネタリウム、ホー
ル、市民活動センターなどが1つにまとまった複合施設）
・現在、自治会活動として不登校児が昼間集まり、ご飯を食べる取組をしている。不登校というこ
とで、同じ環境の子が来やすい。
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

連携

テーマ

グループ

C
・「ぐるり小山」という活動で繋がっている団体が多く、既に連携ができている。（Flying Kiwi、個育
てマム、たまりばネットワーク等）
これらの団体は、子育てや居場所づくりに関する思いが共通であり、何か相談をするのにも話が伝
わりやすい。
・こどもまんなかラウンドテーブル自体が各団体の情報共有をする良い機会となっている。今日のラ
ウンドテーブルを通して新たな連携が生まれた。新たな活動団体の情報をたまりばマップに掲載して
いきたい。
・真に情報を届けたい方へ、活動団体の情報が届いているか分からず不安であることから、情報提供
したい人、情報が欲しい人のマッチングシステムがあると良い。
・（一社）カゼトツチと連携し、小山市に来て間もない移住者をターゲットとして情報を届けるのが効
果的ではないか。
・市の「広報おやま」などで活動団体を順番に紹介していくのはどうか。
→紹介された団体に来るたびにスタンプを押していくスタンプラリーの仕組みを作り、最後の団体
（企業）まで来た人にはオリジナルグッズなどを景品として渡してはどうか。
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

協力

その他

テーマ

グループ

C

・【整理収納アドバイザーkeikei】
イオン内の「のびっこジャンボ」前の広場で、簡単なこども用パズルを使って片付けの仕組みや心地よ
く・安全に暮らせる片づけの大切さを教えている。気軽に片付け相談を受付けている。（次回、9/19
（土）10時～16時。無料。）
・【ともの会】
ジョイホン小山駅店近くで会場（場所）の提供が可能なので是非使ってほしい。駐車場は６台有。1Fに
調理室、2Fにホールがあり、ホールは椅子を出すと50人くらい入ることができる。毎週月曜（10:00
～12:00）に「遊び場」を開いている（10:00～12:00）。ランチ会を開催することもある。
・【Flying Kiwi】
誰かと会いたい・集まりたいけど、人の目が多い所には行きづらいという方がいればぜひ来てほしい。
自然豊かな広い環境での活動ができる。子育て世代だけでなくプレママ世代への支援も可能。

・団体での活動を知ってもらうためにはSNSの活用が大切。特にThreadsは関連する情報が表示さ
れやすいので、Threadsを活用した周知は効果的と思われる。
・活動内容を掲載・紹介する時には、活動者の顔写真があるほうがよい。（農業の「生産者の顔」のよう
に）活動している人の顔が分かる方が安心するし、現実的に人と人が繋がっている感じがする。
・公共施設は飲食禁止のところが多いため、飲食可能な居場所はニーズが高いのではないか。
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

連携

協力

居場所
づくり

テーマ

グループ

D
・実例として、休日居場所型こども食堂。（FCカーザさん等とのイベント連携）市民交流センターを会
場にこども食堂を１日開催、午前と午後に他団体が参加し、会場内でこども向けのイベントや企画を
開催することで、こどもたちが一日を通し滞在できる環境を整えている。【中山さん・鈴木さん】
・一つの事業者が一つの活動をするだけではなく、複数の方たちが時間、会場を共有し、同じ空間で
活動することで、多様なこどもが利用できる。そのなかには、本当に困っているこどもたちもいるは
ず。【中山さん】

・こどもに関わりたい人たちが活動へボランティア参加【小森さん・徳永さん】
・ロータリークラブなどの資金、物品の提供による協力。【西堀さん】

・居場所は、こども食堂に限らず多種多様なものがたくさん地域にあることがよい。利用するこども
や保護者に対し、大人が気づいてあげられる場所が必要。【中山さん】
・こどもたちの思い出（楽しい、失敗、苦労したなどを含め）に残る共通体験や地域の大人との出会
いができる機会をもつことで、こどもたちが成長し大人になっても、「地域の知り合い」でいられる
関係ができる。【小森さん・徳永さん・鈴木さん】
・人間関係の構築には時間がかかるため、居場所には常設性があるとよい。近所にある、いつもここ
にあることが行きやすい。SOSを発信できる、受け止めてくれる場所の設置。【木本さん】
・親同士がつながり、友好な関係を築くことで、こどもたちの友好関係が継続される。その視点を取
り入れた居場所、交流が必要。【西堀さん】
・公民館、市民交流センターは、各地域にあり、調理室や大人数が入れる会議室があるので、活用で
きるとよい。【中山さん・小森さん】
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

連携

協力

居場所
づくり

その他

テーマ

グループ

E

・個人情報の観点から、連携の難しさを感じている
・保護者へ挨拶を通じた関係づくり
・支援機関同士顔の見える関係になりつつある。

・おひさま。無料の学習支援。洋服・ミルク そらいろコアラへ提供

・周辺にいる子供たちのための無料の学習支援
・未就学で外国籍の居場所が必要
・活動を続ける中で、活動とつながる居場所が必要

・企業と連携した居場所づくり（案）
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第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

連携

協力

テーマ

グループ

F
・不登校のことで、病院には行けないけど、誰かに聞いてみたいという方は多いので、こども家庭セン
ターが他部署に連携していけるといいと思う。
・政治の方面からも、皆さんや市と連携していきたい。
・つながるということは、戦うのではない。学校や行政とのつながり方が分かっていない方が多いので、
RTでつながること、RTで隙間を埋めていくのがいい。→そのつながる（連携）システムをRTで構築した
い。
・不登校・虐待防止のネットワーク（マップ）を作るのは、このRTで作っていくといい。
（不登校は、経験者の話が一番聞きたいと思っているので。）
・学校へ相談すると、情報はオープンにはしないけれども、必ず何かしらどこかにつないで動いてるので、
その辺も保護者さんに発信したい。
・栃木市では、教育委員会が主導して、教員と不登校の親の討論会がある。同じように、小山市でもでき
ると、お互いの立場が分かっていいと思う。（理解しあう関係をつくりたい。）

・気軽に相談できるよう、アウトリーチ型で保健師等が、こども向けのイベント等に出向くのもいいのでは
ないか。
・なないろでは、不登校の子が運営に関わっていたが、だんだんと、いろんな関係性の中で、つながって
いった⇒地域食堂として、多世代の交流になってきた。
・学校に、不登校の団体のチラシを置いてほしい。（不登校の経験がある人につなげたい）→市で団体を認
定するなどして、置けるように協力してほしい。
・学校へはRTの支援団体一覧を校長会からお伝えしているので、協力体制はある。



1515

第3回小山市こどもまんなかラウンドテーブル

グループワーク

私たちの団体で出来そうな連携・協力・居場所づくり

居場所
づくり

その他

テーマ

グループ

F
・不登校については、学校以外の場所で、小学生用の教育支援センターを予定している。応援している。
・昨年から不登校に対する整備が整ってきた。中学校では校内教育支援センターができたので、回復期
等を含めた対応ができてきている。
・これからできる小学生向け教育支援センターは、心理士もいる場所として整備されるとのことで、配
慮されていていい場所だと思う。
・校内教育支援センター（他学年の普通教室の前が支援センターとなっている学校では利用しにくい。
相談しにくい。みんなの目を気にしながら行くようになる。もっと生徒目線の配慮がある居場所がい
い。）
・周りの人の理解も必要と思う、不登校になった途端に、保護者さんからの連絡がなくなった。別に特
別な存在になったわけではないのに、周りがかわった。ただ、特別扱いはしない世の中がいいと思うし、
それは不登校だけでなく、多様な方がいるなかで、意識をかえられる活動ができるといいと思う。

・必要なひとにとどけるのが課題、模索している。今日皆さんとつながれたことがありがたい。
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G
・他団体との連携も大切だが、団体内での連携も必要
・地域の世代トランアングルが回れば、地域活動のトライアングル、祖父母世代、子育て世
代、子ども世代のトライアングル

地域活動のトライアングル

祖父母世代

子ども世代
子育て世代
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• 大谷北小は人口が増えたが、育成会から脱退する人が多く、一時成り立たなくなった。しかし、なぜか盛
り返している。同年代の地元で育った親世代が地域を盛り上げようということで、夏祭りが盛り上がった。
戻ってきたことをきっかけに繋がりができた。校長先生が一役買い、教え子との関係で地域づくりを
担っていた。何かのきっかけで変わる。

• 豊田の育成会が消滅してしまった。今までは小学生の保護者で役員を回していたが。小学生はいないが
三役は残すことができた。保護者の負担は無く、市子連から手伝いに来てもらうのがありがたい。

• 団体同士の連携も大切だが、市子連との連携のように、団体の中での連携も大切。

協力

・地域に子どもがいないというわけではなく、児童数に対し５０％しか子ども会に加入していない。入りたく
ないのではなく協力できないという。何故協力できないのかというと、共働きで手一杯とのこと。なぜ役員
を受けないのか聞くのはどうかと思う。時間的に役員を受けられる人が、もう一度子ども会に参加して地
域活動に参加する方が良い。

・地域活動の先行きが心配という理由が、４０代５０代が地域活動に参加していないということ。大変だと
いう意識がある。地域の高齢者が若い世代の意見を取り入れ、下に任せようと意識を変化していかないと。

・子ども会も年代が高い人はできない部分を手伝うとか、バックヤードの立場で協力できればいいのでは。

・おじいちゃん世代が協力を求める形にすれば、子育て世代もついていく。おじいちゃん世代が若い世代に
対し「このやり方ではない」というから引いていく。

・年寄しか残らない、子育て世代が出ていってしまう地域も、地元ではない外から来た人の方が協力してく
れることも。

・もともと文化に根差した自治会は世代循環はうまくいくかもしれない。伝統を残してやっていく姿勢は大
切。伝統を残しながら型を変えることも必要。
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・育成会の役員になると、お金のやりくりが負担なので、育成会に入会したくない。平日に休みをもらうの
も精いっぱいと聞く。親が行く学校のイベントに、育成会などの活動を併せるとか融合してもらうと参加
しやすい。
・イベント参加型にすれば外国人も来られるのでは。
・地域活動は参加型、できる人が役員をやるのがいい。
・城東はお囃子を頑張っている、自治会を超えて活動している。
・豊田は和太鼓の会を地域に持ってきて復活している。子どもたちは先輩の活動を見てかっこいいと
言ってくる。保護者の負担は和太鼓に関しては送迎だけ、自分で来られる人は来る。地域のボランティア
がやっているので役員は無い。
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・生活自立支援センターは、こどもが直接的に集う場所ではない。教員・ＳSWからこどもの家族のことについ
て連携を求められる。保護者からの相談もあるが少ない。必要なところに繋げることが重要。
・社協はこどもに対して直接支援はしていない。間接的に連携はしている。どこにもつながっていない方が社
協に相談に来るが、担当課に繋いでいる。担当者（支援者）が家庭を訪問する際、食料を持って行ってもらい、
会えるきっかけ作りとしている。団体・担当機関を支援している。
・友の会では遊び場を提供し、保護者と一緒の時間を過ごしている。友の会では友の家会館を持っており、
ホールや調理室を貸出することが出来る。遊び場には少人数５人ぐらいが参加している。子育てナビに載せ
ており、そこから知った方が参加している。
・相談支援事業所を運営しており、発達に課題のあるこどもの相談を保護者から受け療育に繋げている。そ
のため情報を保護者に繋げることが出来る。
・情報収集や情報発信の難しさを感じている。
支援者が共通のツールを見れると良いのでは。
でも、直接顔を合わせて聞いた情報の方が信用性あり。（人と人のつながりが大切）
ラウンドテーブルに継続して参加。 各団体の情報を聴く会の開催を希望。

・マッチングシステムがあると良いのでは。

居場所
づくり

・生活自立支援センターでこどもの学習支援事業が実施できると居場所となるのでは。場所・教える人の確
保や交通手段の問題がある。
・社協は中高生のボランティア育成、車いすバスケ・ボッチャ体験会等を通してきっかけ作りをしている。
居場所づくり、連携・協力に繋がる。

・友の会では、幼児から小学生のこどもを対象とした広場を開催。野木にある児童養護施設「アリスとテレス」
のこどもたちが年２回参加している。親も子もその人らしくいられる場所を意識している。
・小山市内には放課後等デイサービスがたくさんあるが、どこもいっぱい。お預かりは夕方まで。お風呂・晩御
飯を提供して、家に帰ったら寝るだけにできると、困難を抱えている家庭としてはとても助かる。
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・多くの子育て支援団体があることに驚いた。内容が重複しているところもありそう。連携・協同・すみわ
けできれば…。メンバーが高齢化しているところもあるのでサポートし合えれば。
・つながるには「人・モノ・お金」が必要だが、特にお金が問題となることが多い。県助産師会では県から補
助金が出て、妊娠SOS、プレコンとちぎ(いのちの授業、ユースクリニック）、不妊相談・医師相談など無料
で講師派遣や相談を受けているのでぜひ活用を。依頼は小川助産師（県助産師会副会長）さんに連絡。
・妊娠など不安になった時にかけこみする場所、無料で相談できるところを広くこども達に伝えられると
よい。ただ、まず子どもは大人に相談するので、大人にもやはり周知することが大切。また、相談先を紹介
するとき、「市役所」だと行かない人が実は多い（行政の教室に来ている人は問題ない）、イオンなど商業
施設なら行ける人もいる。いろいろな相談先をいろいろな人が知っていることが大切。

・支える人を支援する団体を主催している。認知症caféをこれから実施することになった。認知症café
を開催するにあたり、市と検討することが多く、結果市にバックアップしてもらえる形になった。団体には
専門職が多いが、市にバックアップしてもらえることは信頼性という点においても大変心強い。
・リタイヤした方や子育てが一段落した人などを活用したいが、案外地域に入りづらい。地域で交流でき
る場があるとよい。もともとの地域の人同士の中には入れないことも。ぜひ仲良くなって活用したい。

・中高生がフラッと行ける場所があるとよい。そこで妊娠や身体のことを相談できると悲しい事件にもな
らない。
・近所で高齢者を月２回集めて会をやっている。市から１万円/月。集まった高齢者から笑顔や情報を得て
元気をもらえている。支える側も支えられる側から元気をもらって、お互いに助け合っている。
・集まれる場所がないので、一軒家１５００万円で購入しようとしたことも。地域の公民館は古くて汚い。
昔は家でお互いに集まっていたけど、今は集まる場所がない。
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